
平成２９年２月 Ｎｏ２８－６号

総務広報部発行草津・栗東支部だより

(1) 第125号 平成29年2月27日

レイカディア大学同窓会

第5回理事会（１２／２７）の報告 （支部長 河前良和）

1．会員の協力を得て、新しい会員名簿を作成した。地域活動や趣味活動欄を活用して同窓会の活性化に繋げ
たい。また、メールアドレスを活かして各種情報伝達を迅速化していきたい。

2．行事参加者対象の傷害保険に加入した。

3．レイ大学生募集の情報源は、「レイ大卒業生からの情報」が多く、同窓会としてさらに協力していきたい。

その他として、友人からの情報、広報誌、ＨＰ、パンフレット等である。

1月23日(月) 13：30～15：30 まちづくりセンター各部会の全体会議開催

全体会議は各部会の登録会員が参加して今年度の活動実績の確認、次年度の活動計画などを話し合う場です。
今年は４つの部会が同時開催し部会別に会議を実施しました。以下に各部会の会議概要を紹介します。

健康スポレク部（12名参加）
会議の中で次の提案・意見があり、今後の検討課題とする。
・参加したいが会場までの交通手段が悪い。

（高齢化に伴い車を運転されない方が増えている）
・新しい参加者を増やすには

近くの会員同士の声かけが必要、草津・栗東の在校生にも知らせる。
・29年度活動計画案ではアウトドアの活動が多いので

もう少し室内競技を増やしては。
・健康スポレク部の連絡網：連絡網は各委員が分担して行う（委員会で詰める）
・今後体験学習を取り入れてはどうか。

地域活動部（2名参加、講習会の開催と重なり参加者が減った）
次の事項を確認した。
・今年の「草津宿場まつり」は4月30日に決定。
・和中散本舗の毎月1回の開館が中止になるため、別途栗東でのボランティア先
を検討する。

・草津川跡地公園の公園整備ボランティアを会員に案内し、10名程度参加があれば草津市と具体的に話し合う。

文化研修部（11名参加）
議題として２８年度の事業報告と２９年度事業計画の検討。その他新規事業、研修旅行等の話も議論。
・来年度の事業については昨年同様に歴史探訪会を実施。作品展・活動展の場所を再検討してはどうかとの意
見があり、次回の委員会にて検討することにした。登録会員のご協力を部としてお願いをした。

・今回の会議には登録されておられない方の参加もあり心強く感じることができた。

総務広報部会（6名参加）
来年度の活動について次の提案があり、具体化を検討する。
・総務広報部が企画しボランティアグループ、趣味同好会を1つでも立ち上げる。
・支部同窓会が開催する催しを会員だけでなく一般市民にも開放して参加を募る。
・次年度の合同学区交流会は新入会員を受け入れる時期に開催できるとよい。
・「支部だより」に理事、地域活動・ボランティアグループの紹介を掲載する。
・「支部だより」発行の担当者を勧誘する。

平成29年度支部総会ご案内
28年度を振り返り、29年度の計画（案）を提案いたします。
皆さまのご意見ご提案をいただき、より充実した同窓会活動にしていきたいと思います。
ご参加をお待ちいたします。
日時：4月21日（金）10:00～12:00
場所：草津市立まちづくりセンター301会議室（JR草津駅西口歩いて5分）
注）本部総会は5月16日（火）レイカディア大学草津校で開催されます。



治田・治田東・治田西学区 (第1回) 12月8日(木) 11:00～14:30  栗東市治田コミュニティセンター

(2) 第125号 草津・栗東支部同窓会だより 平成29年2月27日

学区合同交流会 その１

笠縫・笠縫東・常盤・山田学区 (第2回)

今
回
は
37

期
の
新
会
員
お
二

人
を
含
む
10

名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
午
前
中
、
３
班
に
分
か

れ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
２
ラ

ウ
ン
ド
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
た

。
天
候
に
も
恵
ま
れ
最
高
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。
難

コ
ー
ス
な
が
ら
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
4

個
、
さ
す
が
日
頃
の
練
習

の
賜
物
で
す
。
賞
品
は
有
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
大
い
に
楽

し
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

11

時
過
ぎ
に
ラ
ウ
ン
ド
を
終

了
し
な
ご
み
の
郷
食
堂(

和
味
屋)

の
昼
食
弁
当
を
大
広
間
で
食
べ
な

が
ら
懇
親
会
を
し
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
、
今
後
の
地
域
交

流
会
に
つ
い
て
皆
様
か
ら
貴
重
な

意
見
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
4

～
6

月
に
実
施
の

予
定
で
す
。

12月9日(金) 10:00～14:00 なごみの郷

葉山・葉山東学区 (第1回)

５
名
の
参
加
が
あ
り
、
最
初
に
國
松
よ

り
レ
イ
大
の
歴
史
、
同
窓
会
の
活
動
状
況

な
ど
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
、
入
学
時
の
経
緯

、
地
域
活
動
、
趣
味
等
を
皆
さ
ん
に
話
し

て
頂
い
た
。

・

父
親
は
第
1

期
の
卒
業
生
で
す
。

在
学
中
サ
ポ
ー
ト
隊
の
総
務
局
長
を
務
め

レ
イ
大
入
学
募
集
の
た
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
出
演

し
た
経
験
が
あ
る
。

・

二
次
募
集
で
入
学
し
た
。
現
在
は
紙

芝
居
公
演
や
「
ふ
ぁ
ざ
ー
ず
倶
楽
部
」
で

地
域
活
動
を
し
て
い
る
。

・

平
成
元
年
当
時
は
町
か
ら
の
推
薦
で

入
学
し
、
学
校
は
大
津
市
、
陶
芸
の
教
室

は
水
口
で
開
か
れ
て
い
た
こ
と
、
学
費
、

行
事
に
係
る
費
用
は
全
て
公
費
で
賄
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
当
時
は
「
湖
南
支

部
」
で
会
報
等
の
配
布
は
瀬
田
も
エ
リ
ア

に
入
っ
て
お
り
理
事
は
大
変
な
思
い
で
あ

っ
た
等
々
。
出
席
者
は
多
士
済
々
で
恰
も

学
校
の
歴
史
を
教
え
て
貰
っ
た
感
が
あ
り

ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
は
次
の
意
見
、

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

①

新
規
入
学
者
に
つ
い
て
支
部
同
窓
会

と
し
て
、
学
区
交
流
会
に
招
い
て
懇
親
、

交
流
を
持
っ
て
は
と
思
う
。

（
卒
業
後
ス
ム
ー
ズ
に
同
窓
会
に
入
会
出

来
る
の
で
は
）

②

今
度
交
流
会
の
持
ち
方
等
進
め
方
（

回
数
と
懇
談
、
懇
親
等
）
と
し
て
支
部
行

事
へ
の
参
加
は
地
域
、
同
級
以
外
顔
見
知

り
も
少
な
く
参
加
を
た
め
ら
う
こ
と
が
多

い
よ
う
に
思
う
。
卒
業
時
よ
り
で
は
な
く

、
入
学
時
、
在
校
時
よ
り
働
き
か
け
を
し

て
は
と
思
う
。

担
当

國
松

10月21日（金）11:00～13:00 コミセン葉山 集会室

①

学
区
ご
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
が

草
津
・
栗
東
支
部
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
を
作
り
全
体
で
活
動
す
る

場
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

②

同
窓
会
で
の
旧
草
津
川
跡
地

公
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
。

③

草
津
・
栗
東
支
部
の
レ
イ
大

在
校
生
に
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
に
多

く
参
加
し
て
も
ら
い
、
新
会
員
の

獲
得
に
つ
な
げ
る
。

④

草
津
・
栗
東
支
部
同
窓
会
で

女
子
会
を
作
り
イ
ベ
ン
ト
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
交
流
会
な
ど
に

参
加
し
て
も
ら
う
。

⑤

各
学
期
で
の
交
流
会
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
な
ど
。

⑥

市
民
セ
ン
タ
ー
、
な
ご
み

の
郷
、
ロ
ク
ハ
荘
そ
の
他
の
公

共
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
参
加
。

担
当

中
橋

３
学
区
の
会
員
17

名
中
10

名
の
参
加
者

（
治
田
６
／
10

、
治
田
東
1

／
1

、
治
田

西
3

／
6

）
が
あ
り
ま
し
た
。

会
費
５
０
０
円
で
昼
食
と
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
も
あ
り
、
初
対
面
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
な
ご
や

か
な
交
流
会
で
し
た
。

自
己
紹
介
で
は
地
域
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

①

地
域
活
動
部
会
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

栗
東
市
で
は
1

名
な
の
で
登
録
の
依
頼
あ
り

②

開
催
回
数
の
関
係
で
は
支
部
の
行
事
と
か

ぶ
ら
な
い
か

③

支
部
の
各
部
会
の
登
録
な
ど
が
よ
く
分
か

ら
な
い
。
同
窓
会
の
活
動
も
分
か
り
に
く
い

④

各
卒
期
ご
と
の
行
事
が
多
く
同
窓
会
や
作

品
展
へ
の
参
加
が
難
し
い

⑤

地
域
の
歴
史
や
ま
つ
り
な
ど
の
参
加
や
学

習
等
も
良
い
の
で
は
な
い
か

⑥

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
あ
る
が
色
々
な
会

で
や
っ
て
い
る
・
・
・
な
ど

次
回
は
５
月
の
連
休
後
ぐ
ら
い
に
開
催
し
内

容
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

担
当

堀
池
、
古
谷
、
浦
山



支部のスゴイ人 Ｎｏ3

今
回
の
ス
ゴ
イ
人
は
栗
東
市
大
宝
西
学

区
の
古
市
美
佐
枝
さ
ん
。

１
月
23

日
大
雪
の
日
、
和
田
・
教
野

で
ご
自
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

玄
関
ホ
ー
ル
は
古
市
家
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
な
っ
て
い
て
、
世
界
各
国
の
旅
の
お
土

産
、
屋
久
杉
の
文
書
箱
、
手
作
り
品
、
写

真
、
祭
礼
の
お
面
等
々
、
思
い
出
の
宝
物

が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
屋
久
杉
の
精
巧
な
箱
は
亡
く
な
っ

た
ご
主
人
の
趣
味
の
作
品
と
か
。
ご
主
人

は
釣
り
も
プ
ロ
級
で
、
高
価
な
釣
り
竿
が

何
本
も
立
て
か
け
て
あ
り
ま
し
た
。

草
津
か
ら
栗
東
へ
移
住
し
て
５
年
、
ご

主
人
を
亡
く
さ
れ
、
今
も
ご
仏
前
に
毎
日

の
新
聞
を
広
げ
、
ご
主
人
に
読
ま
せ
て
あ

げ
る
と
い
う
愛
情
に
は
感
動
で
す
。

古
市
さ
ん
の
ス
ゴ
イ
と
こ
ろ
は
、
数
多

く
の
趣
味
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
躍
し
な
が
ら
、
国
内
海
外
へ
の
あ
く
な

き
好
奇
心
で
人
生
を
最
大
限
満
喫
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

(3) 第125号 草津・栗東支部同窓会だより 平成29年2月27日

古市美佐枝さん（大宝西学区 28期スポレク学科）

そ
れ
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

ま
ず
、
興
味
つ
き
な
い
「
旅
」
か
ら

国
内
は
殆
ど
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
訪

れ
た
海
外
の
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
ほ

と
ん
ど
の
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
北
欧
を
除

く
）
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
タ
イ
、
ペ
ル

ー
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
等

々
。
毎
年
数
回
は
旅
を
す
る
。
気
に
入
っ

た
国
は
何
回
も
訪
問
す
る
。
ネ
パ
ー
ル
に

は
巨
大
な
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
樹
を
見
に
３
回

も
行
っ
た
。
異
国
の
多
様
な
写
真
ア
ル
バ

ム
を
拝
見
し
な
が
ら
珍
し
い
体
験
の
話
に

魅
了
さ
れ
る
。

旅
の
目
的
は
「
文
化
と
自
然
」
の
複
合

遺
産
を
体
験
す
る
事
、
「
仏
教
遺
産
」
に

も
興
味
が
尽
き
な
い
。
旅
は
行
き
た
い
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
友
達
を
誘
っ
て
自
身
で

旅
程
を
計
画
す
る
。
グ
ル
ー
プ
で
の
旅
も

良
い
が
一
人
旅
も
お
気
に
入
り
。
関
空
の

出
発
ロ
ビ
ー
で
も
友
人
が
で
き
る
。

旅
で
の
苦
労
は
、
言
葉
は
多
少
不
自
由

す
る
が
、
添
乗
員
任
せ
、
あ
と
は
度
胸
。

た
だ
は
っ
き
り
と
意
思
表
示
を
す
る
言

葉
だ
け
は
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

世
界
中
ど
こ
で
も
行
き
た
い
所
に
、
何

時
で
も
、
す
ぐ
に
、
旅
立
て
る
心
の
準
備

は
出
来
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
同
窓
会
以
外
に

多
く
の
団
体
で
参
加
し
て
い
る
。

草
津
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

草
津
市
内
の
名
所
、
旧
跡
、
文
化
施
設

を
案
内
す
る
こ
と
と
、
草
津
駅
観
光
案
内

所
で
の
観
光
客
の
応
対
で
あ
る
。
こ
の
仕

事
は
２
年
目
を
迎
え
る
。
ガ
イ
ド
は
資
料

を
読
み
込
み
十
分
に
説
明
で
き
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
の
勉
強
の
積
み
重
ね
が
大
事
。

「
古
墳
巡
り
」
や

「
草
津
酒
蔵
巡
り
」

な
ど
人
気
の
コ
ー

ス
は
募
集
一
日
目

で
定
員
を
上
回
る

こ
と
も
。
ま
た
ガ

イ
ド
に
あ
た
っ
て

は
聞
き
や
す
い
語

調
も
大
切
で
持
ち

前
の
大
き
な
声
を

生
か
し
て
い
る
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
名
は
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

四
季
」
、
メ
ン
バ
ー
は
4

名
、
月
に
５

回
ほ
ど
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
訪
問
し
て
演

奏
。
歌
集
を
配
っ
て

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
な
ど
利
用
者
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
受
け
な

が
ら
演
奏
す
る
。

曲
調
に
合
わ
せ
て
10

本
ほ
ど
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
使
い
分
け
な
が

ら
演
奏
を
す
る
。

演
奏
の
合
間
に
「
マ
ジ
ッ
ク
」

「
銭
太

鼓
」
「
南
京
玉
す
だ
れ
」
な
ど
の
演
芸
を

は
さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。

「
紙
芝
居
」
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

趣
味
の
世
界

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
始
め
て
６
年
、
絵

手
紙
10

年
、
詩
吟
13

年
（
準
師
範
）
、

俳
句
、
川
柳
等
々
、
思
い
つ
き
は
早
い
が

何
を
し
て
も
中
途
半
端
。
こ
れ
か
ら
ど
う

い
っ
た
人
生
を
送
る
の
か
が
課
題
。
ラ
ン

チ
に
お
茶
も
良
い
け
れ
ど
、
忙
し
す
ぎ
て

食
べ
て
い
る
暇
が
な
い
。
と
に
か
く
世
の

中
先
延
ば
し
ば
か
り
で
は
だ
め
で
、
思
い

立
っ
た
ら
す
ぐ
に
や
る
こ
と
が
大
事
と
実

行
し
て
い
る
。

家
庭
菜
園
と
し
て
畑
を
借
り
て
い
る
。
今

年
は
太
く
て
長
い
大
根
を
50

本
収
穫
。
エ

ン
ド
ウ
豆
を
藁
で
囲
っ
た
り
、
イ
チ
ゴ
畑

を
作
っ
た
り
、
家
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る

間
が
無
い
。

～
今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
～

ま
だ
訪
問
し
て
な
い
海
外
の
国
へ
行
く

こ
と
。
ア
メ
リ
カ
・
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ

ン
（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）
、
メ
キ
シ
コ
な
ど

と
ま
だ
ま
だ
あ
り
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

フォークダンス

芦浦観音寺で

旅の仲間と

ネパールのシャクナゲ

自作の作品

な
に
ひ
と
つ
為
し
得
た
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
と
謙
遜
さ
れ
る
古
市
さ
ん
、
し
か
し

一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
が
確
か
な
人
生
観
を

持
た
れ
て
繋
が
っ
て
い
る
と
お
見
受
け
し

ま
し
た
。

明
日
か
ら
モ
ロ
ッ
コ
へ
の
旅
立
ち
、
ま

だ
準
備
も
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
と
言
わ
れ

な
が
ら
も
予
定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー

し
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。
元
気
の

出
る
、
人
生
の
生
き
方
、
在
り
方
に
多
く

の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
記
・
和
田
一
馬
、
教
野
弘
孝
）

72歳元気いっぱい

海外のお土産

愛用のハーモニカ



(4) 第125号 草津・栗東支部同窓会だより 平成29年2月27日

各部からのお知らせ 同窓会関連活動計画・イベント(ボランティア含む)の案内
会員の皆様、奮ってご参加ください！

※ 会員の訃報連絡をお願いします。 誰が、いつ 総務広報部長 大西まで 077-564-4317 tonishi@zeus.eonet.ne.jp

同窓会ホームページを閲覧ください。
当支部内の総会、研修旅行、懇親会、作品展など、また、
本部、他支部の活動内容などがいつでもご覧になれます。
ＵＲＬ http://lacadia-dousoukai.com/

レイカディア大学同窓会

学区合同交流会その２
草津・草津第二・渋川学区（第２回）

真
冬
の
開
催
で
天
候
が
心
配
で
し

た
が
、
当
日
は
風
の
な
い
穏
や
か
な

Ｇ
ゴ
ル
フ
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

12

名
参
加(

う
ち
女
性
２
名
）

３
人
1

組
で
４
チ
ー
ム
が
チ
ー
ム

賞
を
競
い
、
４
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
く

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
９
個
も
出
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー

ム
は
石
黒
・
米
本
・
山
口
さ
ん
チ
ー

ム
で
し
た
。

そ
の
後
、
西
一
会
館
に
移
動
し
て

懇
親
会
を
開
き
、
プ
レ
ー
談
義
な
ど

で
ア
ッ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。
初
め
て
プ
レ
ー
し
た
石
田
さ

ん
は
最
初
不
安
そ
う
で
し
た
が
、
終

盤
で
は
少
し
自
信
も
見
え
て
、
今
後
、

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
の
意

向
で
し
た
。

今
回
は
37

期
の
新
会
員
４
名
の

歓
迎
会
も
兼
ね
る
予
定
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
皆
さ
ん
所
用
で
不
参
加

で
し
た
。

担
当

大
西

1月27日(金) 13:00～16:15 三ツ池運動公園

開催日時 活動計画・イベント 開催場所 内容

4/10 (月) 理事会 西一会館

4/21 (金) 草津・栗東支部総会 まちづくりセンター

4/30 (日) 草津宿場まつり ボランティア募集

5/10(水) 第7回歴史探訪会 高島方面

5/16 (火) 同窓会本部総会 レイ大草津校

5/22 (月) 春季グラウンドゴルフ大会 三ツ池運動公園 参加対象：会員・家族・在校生

6/19 (月) 春のハイキング 近江八幡 〃

7/13 (木) ノルディックウォーキング 市民体育館（野村） 〃

10/5 (木) ノルディックウォーキング 草津川跡地公園 〃

10/6 (金)～8(日) 作品展・活動展（予定） 〃

10/16 (月) 秋季グラウンドゴルフ大会 三ツ池運動公園 〃

11/上旬(金-土) 草津街あかり華あかり ボランティア募集

11/16 (木) ディスコン大会 市民体育館（野村） 参加対象：会員・家族・在校生

11/27 (月) 秋のハイキング 未定 〃

12月 第８回歴史探訪会 草津近辺 (予定) 〃

第３回レイカディア大学 陶芸作品展（同窓会後援）
卒業生、在校生約200人の陶芸作品を一堂に展示します。
日時：３月30日(木)～４月２日(日) ９時～17時

（初日は12時から、最終日は15時まで）
場所：草津クレアホール展示室
費用：入場無料 問い合わせ先 曽我 090-3978-1503

http://lacadia-dousoukai.com/

